
NMR測定情報のネットワーク化・自動処理
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１．NMR測定情報の入力　（a）～（d）４例

実験室で測定情報入力
2次元バーコード発行

(a)　2次元バーコードプリンタでラベル印刷、NMRサンプル管に測定情報添付

サンプル管に貼付し
て測定室へ

ブラウザ・Excel・Aｃｃessなど
から測定情報を入力

実験室、居室

Excelマクロなどで測定情報CSVを作成

(b)　端末PCや
　　社内実験DBシステムからCSVファイルを作成

NMR測定室

LAN経由でNMR端末へ

MySQL
SQLServerなど
DBサーバ

(d)　測定情報データベース
に登録

(c),(d)　端末PCのブラウザなどから測定情報を入力
(c)　CSVファイルに出力

NMR



NMRコンソール上で
コマンドを実行し
測定情報の読取、
測定開始

NMR

(c)　Webサーバ上の
ソフトウェアでCSVファイル作成

CSVファイル

(d)　測定情報データベースから
日時、登録者などで検索して登録

(a)サンプル管のバーコードを
バーコードリーダで読取

測定終了時にFIDファイルや
プロセスファイルのリンクを作
成してダウンロード可能に

ブラウザで遠隔から
測定進行状況・測定時間
などの監視

２．NMR測定時の情報の読み取り　（a）～（d）４例

測定室

(ｂ)転送したCSVファイルを
読み取り

測定情報
データベース



３．NMR測定終了時の自動処理

測定終了時

・Samba　(Windowsネット
ワーク)でデータ共有
・日付毎フォルダを作成して
定刻にバックアップ保存

(d)　測定終了時／定刻に
サーバに転送

(c)　測定登録時のDBと
照合し、プロセス結果や
FIDデータファイルを
自動登録

実験
データベース

(a)　　リモートのWindowsPCで弊社ソフトウェアで自動解析
・ACD NMR Processor/Manager/Expert/Automation Serverなど
プロセス(FT、ピークピック、積分など)、DB登録、レポート印刷
・Mnova　(Linux, MacOSX　にも対応)
プロセス(FT、ピークピック、積分など)、レポート印刷

FIDファイル

(b)　NMRコンソールでの
プロセス画像ファイルを
電子メールに添付して送信

依頼者に
配信

ACD
1D NMR Processor

Mnova

NMR


